
第 59 回全国高等学校軟式野球選手権東中国大会 決勝戦

2014 年 8 月 8 日 矢掛高校 ＶＳ 新見高校 ＠出雲ドーム

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計

新 見 １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２

矢 掛 ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２× ３

矢 岡本、難波 － 小出

矢掛高校の先発は３年生左腕の岡本（美星中）。

1 回表、新見高校の攻撃。先頭打者の中前打と盗塁で先制のピンチ。次打者に左前に落とされ１点を先制される。

次打者の三ゴロ失策と四球で無死満塁となる。ここは、先発：岡本の落ち着いた投球で後続を断ちピン

チを脱する。先制点をとられ、なおも無死満塁の大ピンチを迎えるも、矢掛高校らしい落ちついた守備

をみせ、最少失点に抑える。

1 回裏、矢掛高校の攻撃。相手投手の剛速球の前に三者三振。出塁をすることができない。

2 回裏、矢掛高校の攻撃。一死から齋藤（真備中）が四球で出塁。捕逸と暴投で三塁まで進む。その後河合（木

之子中）の四球で一・三塁となり投ゴロで三塁走者が本塁を狙うもタッチアウト。ここで、この日スタ

メンの 2 年生：水川（矢掛中）が会心の中前打を放ち、二塁から河合が一気にホームイン。同点となる。

さらに水川の盗塁で二死二・三塁となるも後続が倒れ勝ち越しならず。この回１点を返し同点となる。

3 回表、新見高校の攻撃。先頭打者に中越三塁打を放たれ、次打者の犠牲フライにより１点を取られてしまう。

後続は難なく抑えたが、痛い勝ち越し点を奪われる。

3 回裏、矢掛高校の攻撃。先頭の那須（真備東中）の遊撃手ゴロが失策となり。暴投と藤井（高屋中）の進塁打

でチャンスを広げるも後続が倒れ、惜しくも残塁となる。

4 回表、新見高校の攻撃。ピッチャー交代。３年生右腕の難波（玉島北中）となる。抜群のコントロールをみせ、

三者凡退に抑える。

5 回表、新見高校の攻撃。簡単に二死を奪うが内野安打と捕逸でピンチを招く。ここは三振で切り抜け無失点。

5 回裏、矢掛高校の攻撃。先頭の那須が左前打を放ち出塁する。藤井の犠打と、岡本の進塁打で三塁まで進み、

追加点を狙うも１本が出ず同点に追いつくことができない。

7 回裏、矢掛高校の攻撃。二死から藤井が内野安打を放ち盗塁で二塁まで進むも後続が倒れ無得点。

8 回表、新見高校の攻撃。先頭打者に失策で出塁を許し、盗塁でピンチとなる。ここで、三遊間のあたりを、三

塁手：山木（美星中）が好捕。後続は落ち着いて抑え無失点。この勢いを攻撃につなげたい。

8 回裏、矢掛高校の攻撃。先頭の長谷川（美星中）が左前打を放ち出塁。盗塁と暴投で三塁まで進みチャンスを

迎えるも後続が倒れ得点ならず。剛球に必死に喰らいつくも、１点が遠い展開。

9 回裏、矢掛高校の攻撃。先頭に代打の切り札：遠野（総社東中）を送り勝負をかける。相手投手の直球を振り

抜くも凡打となり一死。続く直球に強い那須は変化球にタイミングが合わず三振。二死走者なしと苦し

い展開になるが、藤井が落ち着いて四球を選び出塁。ここで代走：塩野（真備中）が登場。続く岡本の

痛烈な中前打に失策が重なり、塩野が一気に生還し同点。さらに長谷川が中前打で続き二死一・三塁。

ここで相手投手の１４８球目が高めに大きく外れ暴投となり三塁走者がサヨナラのホームイン。

矢掛高校は新見高校にサヨナラ勝ちをおさめた。



矢掛高校は東中国大会決勝戦、新見高校に３対２で勝利となった。１点差で９回裏ツーアウトから劇的

なサヨナラ勝ちをおさめ、初の全国大会出場を決めた。水川、岡本、の適時打と４回からの登場した難

波の好リリーフでリズムを作った。９回裏、ツーアウトランナー無しの状況から諦めず、最後まで仲間

を信じて戦った選手たちの気持ちが勝利を生んだのだろう。隠岐水産高校、境高校との二戦をへて、チ

ームがよりまとまってきた。

雨の中での試合、繰り返される順延により、大変な大会となりましたが、保護者をはじめ、遠くまで

応援にきてくださった方々、グランドを作ってくれた浜田高校の皆様、宿泊施設の方々、バスの運転手

さんなどたくさんの方々に支えられていると改めて実感することができました。いただいたご恩は８月

２５日～２９日に明石のトーカロー球場他で行われる第５９回全国高等学校軟式野球選手権大会でお返

しできるように、精一杯の試合を見せたいと思います。このチームで野球ができる環境に感謝し、残り

２週間練習に全力で励みます。これからも矢掛高校軟式野球部の応援をよろしくおねがいします。

新チームの戦績 勝27 敗２分


